池田哲郎著『アルタイ語のはなし』におけるモンゴル系諸言語の記述に関する問題点 by 角道, 正佳
Title 池田哲郎著『アルタイ語のはなし』におけるモンゴル系諸言語の記述に関する問題点
Author(s) 角道, 正佳







Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/
Osaka University
大阪外飼諮大学論集第25懸（2001年）
池田哲郎著『アルタイ語のはなし』における
　　モンゴル系諸言語の記述に関する問題点
角　道　正　佳
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There　are　a　lot　ofinadequacies　and　iasufficiences　in　the（iescrip繧on　of　Mongolian
languages　inノ歪〃Z〃tノーod？iction　to／伽盆L〃璽〃ages・The　mos宅sαious　problem　is　the
proto丘）rm　of　the　first　plura1　personal　pronoun＊bi十t5．　T臨proto－f（）rm　creats
initial　p　in　Shera　Yogur，　Monguor，　Baoan，　Dunshan　and　Kangjia　languages，　since
the　vowe1　of　the　fust　syUable　is　narrow　afid　the　onsct　of　the　second　syllable　is　voice．
1ess（・r　m・・e・accur・t・ly鉛臆・），　Of・・urs曲i・i・n・t・…ect．　E・amp1…fi篇・－
dequacies　ate　descゆd・且s　such　as　the観・Wing．
　　The・ccent・fM・ng・lian・is・fixed・n　the魚st　s｝・Uab玉e・
　　Shera　Yogur，　MonguQr，　Baoan，　Dunshan　languages　have　wOrd　fi1ユal　stress．
　　Dialects（Or　langUageS）xVith　three　voWel　harmonic　alternations　have　a　linguiStic
　　contact　with　Manchu　la魚guage・
These　inade（玉uacies　originate　from　uncertain　or　insufficient　descriptions　of　early
studies，　on　which　the　author　based。　Recent　stu（灘es　and　close　examinadOn　of　bare
matarials　xvill　give　us　a　lot　of　precise　and　more　accurate　k1ユowledge　Of　these
langua，　ges・
0．はじめに
　池田哲郎著『アルタイ語のはなし』のはしがきによると、「トルコ、モンゴル、ツングース
の人々を考察の対象とし、かれらの欝語を考えてみたい。その言語は、どのような仕組みを
もっているか？その言語は、どのように人々に受け継がれたきたか？その言語は、どのよ
うに他に係わってきたか？これらが主題である」とある。すなわち、アルタイ共通祖語をた
てることをめざしたものではない。三つの主題のうち、二つ目については特にコメントを付
け加えることはない。三つ羅の主題はモンゴル語に関する限り成功しているとは書い難い。
最初の主題についてはきめの粗さが際立つ。トルコ、ッングースについては知識がないし、
何よりも主体的に係わっていないので、コメントを撫えることはしないが、モンゴル諸語に
ついてはかなりコメントを煽える必要がある。モンゴル文語、元朝秘史、ハルハ方需以外の
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モンゴル諸語について、同書は特定の文献にのみ基づいて記述しているきらいがある。モン
ゴル諸語に関する記述は決して多いとはいえないにもかかわらず、研究者によって、記述が
かなり異なっていることがある。これがインフォーマントの違いによるのか方言の違いなの
か、当面判断できない場合が多い。また同書はアクセントや母音調和についていわゆる俗説
をそのままうのみにしている爾がある。さらに、筆者は十分承知しているはずであるのに、
記述が舌足らずのものがある。本稿では敢えて挙げ足取りをして、コメントを付け加えるこ
とにする。
1．ブリヤート語
　「言語的にはs＞h変化があるが。161はない。こ［サ］（t9）は9・sに、　J〔（ち］（d9）は乏・z
に変化している」（p．29）
　これはブリヤードの標準語であるポリ方言についてのみ欝えることである。
MeeMeθ，　C，｝O．　MeHx－aMra照雇（1984：173－195）によるとブリヤートの諸方言には次のよう
な違いがある。ホーチン・バルガは武達（1983）による。
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2．モゴール語
　「言語特徴としては、本来的な長母音を保存し、動詞に人称活嗣があるj（p．30＞
　Weiers（1970）によると母音の長短の区別は量ではなく質である。本来的な長母音がどれ
であるのかは、実際には決定困難である。
3．ダグール語
　「古い＊p一音、人称語罷、本来的な長母音を保存している」（p．30）
　ダグール語のハイラル方書は吉い＊p一音を保存していない。開英編（1982）によると新彊方
書は長母音をほとんど保存していない。本来的な長母音がどれであるのかは決定困難である。
土族語互助方雷とダグール語プトハ方言とに共通のそれらしき母音を持っている語は伍」
と9＊liのみである。
4．東郷
　噛称はサンタ（Santa）」（p。32）
　布和等編（1988）陳郷語詞彙』によれば、santα①回族　②伊斯蘭教徒、一方、　dugGiαD
東郷（民族名称兼地名）とある。したがって自称がサンタというわけではない。
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5．康家語
　「系統的に保安語よりも東郷語である使用人口が数百人程度の康家語があると報告されてい
る」（p．33）
　期欽朝克圖（1999：4）によると、実際に康家語が話せる人は487人である。康家語が東郷
語に最も近い関係にあると発雷したのは斯欽朝克圃著（1999：15）によると李克郁であるが、
実際は保安語よりも東郷語に近いとはいえない。むしろ逆である。Btike（2001：12）も音韻
面でやはり保安語に最も近いと結論づけている。
　斯欽朝克國（1999：269－277）に康家語と保安語、東郷語、土族語、東部裕固語との共通点
が述べられている。
　　康家語と保安語との共通点
　　　（一）十、二十、…九十の構成法が類似している。
　　　（二）方向格附加成分が存在しない。
　　　（三）造格と共同格が同じ形態である。
　　　（四）第一人称と第二人称の造格と共同格の形態が一一ikする。
　　　（五）「これほど」「それほど」という語の語末に「一一」を表す形態素が付く。
　　　（六）再帰格が存在しない
　　　（七）第一人称、第二人称の所属附加成分が存在しない。
　　　（八）比較のYより」に相当する部分に暁る」という動詞を用いる。
　　　（九）方位詞複合附加成分が同じである。
　　　（十）「一」を表す形態素を後置し単数を表す。
　　　（十一）数詞＋名詞、名詞＋数詞の2通りの語順が可能である。
　　　（十二）「椀」という固有語をF万」の意味で用いる。
　　　　　　康家語aj　ilfa、保安語干河灘方es　ajGe
　　康家語と東郷語の共通点
　　　（一）音節末の1がnになる。※
　　　（二）ti，　diが破擦音化する。※
　　　（三）形容詞強調形の重複部分のbが脱落する。
　　　（四）副詞型方位詞附加成分一ifun／－gunがある。
　　　（丑）matu「どのような」という語がある。
　　　（六）第一人称と第二人称の属格と対格が同じである。
　　　（七）擬声語SUrUが同じである。
　　　（八）古風な「山羊毛」という語がある。康家語Gal　ifa　S．　Ufi、東郷語GG湘S明
　　康家語と土族語との共通点
　　　（一）b＞r＞∫の変化に類似点がある。※
　　　（二）語気詞と状態詞に岡じものがある。
　　康家語と東部裕固語との共通点
　　　（一）pを保存している。※
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　　　（二）陳述形将来時gi／－9Un（i）／9bin（a）が共通である。
　　　　　　（※は一部にのみいえる特徴である）
　斯欽朝克國（1999：269－277）には明記されていないが、次に述べる項目にも注意を払う
必要がある。斯欽朝克圖（1999：259）は8が康家語に固有の特徴であると述べているが、そ
うではない。
　　　1．長母音がない：保安語積石山方言、東郷語、土族語民和方書と共通
　　　2．母音調和がない：保安譲と共通
　　　3．人称代名詞において属格＝対格：東郷語と共通
　　　4．主観範購／客観範疇がある：保安語、土族語、東部裕固語と共通
　　　5．－1δaに対応する形式がなく、－lduに対応する形式だけを用いる：東郷語、土族語、
　　　　　と共通
　　　6．bltcgciに対応する形式がなく、　buuに対応する形式だけを用いる：東郷語、土族
　　　　　語と共通
　　　7．ほとんどの語で語末のnがljに変化している：保安語と共通
　　　8．maVと」という語がある：東郷語、土族語民和方苫と共通
　　　9．一∫d3aの∫のような添加子音がある：保安語年都乎方書、土族語天祝方言と共通
　　　10．bidaに対応する形式が排除式、　baに対応する形式が包括式になる：保安語、東郷
　　　　　語と共通
6．雲南の蒙古
　「雲南にも「蒙古」と自称する人々と契丹文字の墓標を持つ人々がいる。（中略）言語的・
民族的には内蒙吉に似ている」（p．33）
　雲南のモンゴル族の言語が内蒙古に似ているとは決して言えない。最も近いのはイ語であ
る。Schwarz（1984）、和即仁（1989）を参照のこと。
7．アクセント
　「モンゴル語でも第一音節に強さが固定しているj（p．50）
　贋ウイグル語（東部裕固語）…。強さは東郷語、保安語、土族語と同じく、最終音節にあ
る1（pp．69－7G）
　Svantesson（1990，？）や呼和他（2001）の実験音声学のデータによると、第一音節が常
に最も強いとはいえない、アクセントをどう定義するかによるが、第一音節をそれ以外の音
節と区別する特徴は、F、（基本周波数）が低いこと、長母音同士あるいは短母音同士なら第
一音節のほうが長いこと、母音が弱化していないことの3つであり、強さや高さは無関係で
ある。
　ピッチの変動の様子が非常に重要である。第一音節が長母音で第二音節が短母音の場合、
ピッチが最高になるのは第一音節の前半ではなく後半である。しかし第一音節が短母音で第
二音節が長母音の場合は、ピッチが最高になるのは第二音節の前半である。どの音節にアク
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セントがあるかというだけでは、実際の状況を正しく理解したことにはならない。
　アクセントの記述が同一書語においても書物によって異なっている。東部裕固語に関して、
照那斯圃編著（1981：14）は、アクセントは最終音節に来ると記述しているが、保朝魯　質
拉森編（1990：142－143）は母音を（1）のように分類し、（2）（3）（4）のように記述している。
　　　（1）母音の分類　A：長母音、B：a以外の短母音、二重母音、　C：9
　　　（2）母音の等級が同じなら最後の音節にアクセントが来る
　　　（3）母音の等級が等しくないなら等級が上の母音の音節にアクセントが来る
　　　（4）eの音節にはアクセントは来ない
　アクセントの記述の違い及びoの認定の違いによって、例えば以下のような違いが生じる。
（i）は『東部裕固語簡誌』の記述通り、（li）は『東部裕固語簡誌』の記述に『東部裕圏語
詞彙』の記述を適用したもの、値〉は『東部裕固語詞勉の記述通りであり、下線がアクセ
ントのある音節を表す。
照那斯圖編著（1981）
r東部裕固語簡誌s
（i）
a聖一
arah鯉
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h・壁
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qu～塾
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重ar区en
（慧）
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a璽琵ge
nuleSen
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毛ama難ge
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保朝魯等編（1984）
r東部裕固語詞彙3
　　（磁）
Gt∫e一
αreke
RulUSUR
unrGUS縫籍
bDGO無o
budu－
xulusun
X”alr
ho唾
qeE9”
Gqdq斑
Guk∫sn
s。ll｝9
s廿d5廿9
tαmeke
毛αrGαn
　また土族語は、照那斯圏編著（1981：10－II）によると、
れているが、実際の音声を聞くと必ずしもそうなっていない。席元麟が読んだテープの一部
を分析すると次のようになる。韻律外要素が付くとピッチははその要素の前が高い（コがつ
いたものはその前が高い）。韻律内要素が付いた場合は最後の音節のピッチが高い。ある要素
が両方の特徴を持っていることもある。（＊の形態素）。コはピッチの下がり圏を表す。
（用畜口）駄
酒
泪
脊髄
①低　②浅
染
竹
鼻
気味
刮
婆家
三十
半歩
迷信
煙（香煙　煙草等）
肥
　　　アクセントは最終音節にあるとさ
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韻律外要素
　数
　範疇
　格
　助詞、後置詞
　副動詞
終止形
否定
複合語（日）
その他
韻律内要素
　数
　格
　副動詞
　終止形
　志向形
　形動詞
　一ge（単数），－sge（複数），－mange「等」
　　－wa（客観範晒）
　　　－nu　（対格）　＊，－du　（与位格）　＊，－re　（位格），－ji（：方向）
　　da「も」，　turo沖」，　dire「上3，　hoino　Y後」，　tigii　9ようにj
　　hughuwaa＝　nu　f分けて」，－sal　da（譲歩），－sann　gulo（副動詞），
　　yamai　gij　iゼどうやって」，　yam♂gls♂da「どうしても」
　　－Ra（現在）＊
　　　－9Ul，－gua
　　niguu「3　durgedu「ある日」，　holji－dur　f次の日」，　kiduul　dur　f数日」
　　gina「そうだ」，　lam♂qan「きれいな」，　Dalanl　soo｛ダランソー」
（人　　名）
一ge（単数）＊
－nu（対格）＊，－du（与位格）＊，－laa
－ji（結合），－aanu（分離），－sa（仮定），－la（目的）
－na（現在）＊，－m（現在），－ja（過去）
－yarしよう3
－gui（未来），－gu（未来），－saR（過去）
　保安語に関して、陳乃雄編著（1986：7i－72）は、無標のアクセントは最終音節にあるが、
合成語では2つの結合部分にアクセントがあり、附加成分があるとその部分（－go，－bqは除
く）にアクセントが来るし、語彙的に最終音節以外の音節にあるものがある。また、
－ge，－bαが付いた語はその前の音節にアクセントがあると、記述されている。
　保安語の干河灘方言について、陳乃雄（1995：131－132）は、無標のアクセントは最終音
節にあるが、～部の感嘆詞は最後の音節以外にアクセントがあり、合成語は2つの語の結合
部の前あるいは前の語の最終音節が来るとして、’Rしuda（〈ne，　uder，今天〉、　dA’lo弓ro弓
（〈dAlog　haro4、七十）の例をあげ、漢語からの借胴語は一声が軽、二、三、四声が重の傾
向がある、と述べている。
　保安語の大敏方言について、布和、劉照雄編著（1982：15－16）は、無標のアクセントは最
終音節にあるが、合成語では、1．各語がアクセントを持っている、2．結合が緊密な場合
はアクセントは一つだけとして、har’wude（〈harwaij　uder）“十天”、’nide（〈ene　uder）“今
天”の例をあげ、第一音節にアクセントがある語があるとして、’gugU“布谷鳥”、’yreu“朋肉”
の例をあげている。
　東郷語に関しては、各資料におけるアクセントの記述にかなり相違点がある。最小対立を
含む例だけでも以下のような違いがある。
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A　ba’wa
　　’bawa
B　dawa’la
　　’dawala
C
D
E
F
G
H
1
」
ba’wa
つbawa
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布和　　　　　那森柏
（1985　：8D　　　　（隻988）
（1988）　008
bα’wq
’bawa
≠ 「dαwα1α008
’daWGIa　eo8
5eR’dzしu
’5eRdZtU
bao’dZU江
’baodzru　　　≠　　bαudzl　OO8
bl∂戯i薗 ［b馳1°°8
’bien（圭顎．i－　　≠　　　biand乳i　oO8
　　　　　　　5i’dzl
　　　　　　　’5idzi
　　　　　　　i’dzi
　　　　　　　’idzi
　　　　　　　bqラdzl
　　　　　　　’bαdzi
　　　　　　　pu重urα一　≠
bosl－
’bosi
bq’dzしu
’bαdz田
pu’turα
puturα
boラSu芝
’bos鳳
漢語
　　　　　　　　聖職者
　　　　　　　　曾祖父
　　　　　　　　水泡
　　　　　　　　膀胱
杉子　　sh副zl　上着
扇子　　shan“zi　うちわ
包子　　bao’zi　饅頭
豹子　　bao’zi　ヒョウ
編　　　biani　　編む
変　　　biaガ　　変わる
獅子　　s疑zi　　獅子
柿子　　shilzi　　棉
椅子　　yi3zi　　椅子
膜子　　yi2zi　　洗濯石鹸
癖子　　ba］zi　　傷
把子　　ba3zi　　握る所
　　　　　　　　散る
　　　　　　　　粉
　　　　　　　　起きる
　　　　　　　　布
　劉照雄（1981）の語彙リストに基づいた語彙の読み上げテープで観察される有標アクセン
トには次のような語がある。布和の記述との違いを示すために並記する。布和に記述されて
いる有標アクセントは「彪だけである。数字は通し番号を表す。前半はHL（高低）、後半
はそれ以外のピッチで発音されていることを表す。（H：高、L：低、　R：上昇（LH）、　F：
下降（HL））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢語
8
10
35
64
65
68
74
劉照雄
（1981　：玉09～）
gaidzしu
ggwa
tsui
ingie－
b⑫
fanfa
adzei
布和
（1988）　OG8
gqidzi
ing沿一
adzei
アーフ
（1986）
’9εdz≧
ge　we
’t計tt計t
’lngie－
’boja
’bαnfa
》at¢e
79
HL
E｛L
HL
BL
HL
HL
HL
蓋子　gal4zi
錘子　chui2zi
方法　fanglfa3
姐姐　jie”jie
蓋
平安な
ハンマー
こうする
臼歯
方法
姉
88
119
228
232
242
255
278
315
328
332
351
358
478
80
285
116
370
78
408
470
嬬01
1
1
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慧難mo
li鶏ko
SUMI
bas戦
goio
MOSLU
qawa
GonGO難
gugu
｛句i一
搬imao
（keWO嶽）
kudan
gandz毛u
（keWOSW）
miendaen
GiadZu星
識anfan
suigu
loto
mongU
（dZu巳iwei）
liBko
’bαsi
qowq
gugu
laji－
miqnd乳Glj
siodzi
lotG
，un艶0
’linkUO
’5unmi
’bas3
’90｝UO
’mo釘
’qawa
，
GO轟G◎n
う9“gu
’laji一
ツ　　　ロ
m韮獄ao
’pawe
うkudDn
うga轟dza難
’ggkan
’miendften
’¢bdzl
nan£an
S雛ig疑
lotu
mongU
wuitu
確認できた複合語のアクセントは次のようである。
○＃○0
　33　k難az｝｝a飛zi
I重1　konzhanzi
2韮7　khaw・a　basun
451　垂un　s雛la
　40　niekielien
383　enbaine
OO寝0
193　udan三hon　　＃
韮43　n三udu　　　　　　≠
○○＃○0
20erma　mori
61　moron　bienz董
董17　unughun　　≠
即LF
H÷LF　［kuandqandη］
鋤LF　tkobasun］
L＃LF
FI十LF　〔Riekelen］
L＋HL［enbane］
LH＃L　［udaxon］
LH十L　〔enedu］
LH＃LF
LH＃LF［muor！Z．OR…］
LF環LF　［るlma　mUKun］
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手÷掌（zhaRgj）
足十掌　　（zhang3）
鼻＋糞
これ＋だ
この＋日
種馬（z盤ong3ma3）十馬
河＋
山羊＋
HL　　　　　　　　学問
HL　　林標　lin2ke’　森
KL　　蜜蜂　mi”fengi蜜蜂
BL　　　　　　　　　虎
HL　　角落　jiao31uo”隅
F至L　　磨石　mo4shi2　臼
HL　　　　　　　　　鼻
HL　　　　　　　　　　ベル
HL　　　　　　　　ホトトギズ
1－IL　　　拉　　　lai　　　　引く
HL　　　　　　　　乳をやる
HL　　　　　　　　　息子
正｛L　　　　　雇旦　　　　dan3　　　　　雇旦汁
HF　　肝臓　gan’zaR94肝臓
冊　　　　　　　　　子供
HF～HL　　　　　　毛布
FL～HL靴子xueizi　靴
RL　　南方　nanユfang南
衆L　　　　　　　　　軟骨
RL　　酪駝　luo“tuo　ラクダ
RL～LF蒙古meng3gu3モンゴル
RF　　滋味　ziiwei　味
　　　　　　　　　　手のひら
　 　　　　　　　　足の裏
　　　　　　　　　　鼻水
　　　　　　　　　　虹
　　　　　　　　　　同じ
　　　　　　　　　　～である
　　　　　　　　　　去年
　　　　　　　　　　今日
　　　　　　　　　　種馬
　　　　　　　　　　岸
　　　　　　　　　　山羊の仔
559　aman　　’goz三
7　shanma　mori
玉7　｝leiya　　　　≠
○○＃○○0
173naizi　arasun
OOO＃O
I42　uruzhu　hon
　　　O：音節
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LM韻L
HK＃LF
HL＃LF　［nlg　e　barl］
LH恥LF
口÷
塔瘍馬　　（shan講鵬aJ）
一 ＋掴む
　　　口元
÷馬　　去勢した雄馬
　　　一握り
妨子（nal’zi）＋皮
　　　　　　　　　　　L田＃L〔urudqu　xon］
　 　　　　　　＃：語境界　＋：語境界（分ち書きなし）
無標の場合のアクセントは次のようにまとめられる。
　　1．後部要素が1音節なら、その音節はL
　　2．後部要素が多音節なら、後部はL・・F
　　3．前部要素が1音節なら、その音節はHまたはL
　　4．前部要素が多音節なら、前部はL・・H
有標
乳皮
一昨年
　接尾辞が付いたときのアクセントに関して那森柏（1988）は他の研究者が記述していない
点にも触れている。要点をまとめると次のようになる。（ただし、韻律外要素、韻律内要素と
いうのは那森柚が用いている用語ではない。，は第ニアクセントを表す。）
　　韻律外要素（アクセントは以下の接辞の直前の音節に来る）
　　　名詞
　　　　格　　　　　一nl（属対格），－se（奪格），－Gala（造格），－lo（共同格），
　　　　　　　　　　　一・ro（奪格？），一，　se，一，　de
　　　　所属人称接辞　一・mini，－dzaienji，－m（tji，－tsuni，－tani
　　　　集合数詞　　　　　　一dるiα
　　　　倍数詞　　　　一fa
　　　動詞
　　　　終止形　　　　一ne（現在），－dqurwo，－dKvao，－wo（過去）
　　　　意志・命令　　一je（意志），－gie「させておけ」
　　　副動詞　　　　　一dnua　（結合），－de（分離），－Se（仮定），－tαlq（限界），－le（目的）
　　韻律内要素（アクセントは以下の接辞の最終音節に来る）
　　　名詞
　　　　蒸婁数　　　　　　　　　　　　　　　　一菱Q，　　－tαn，　　－Gig，　　一¢三9圭ig
　　　　集合数詞　　　一玉q，－1三2．－lag
　　　動詞
　　　　形動詞　　　　一ku（～－wu）（未来），－sen（過去〉
　　他の記述と那森柏（1988）の記述には次のような異同がある。
布希口　（1985　：81）
　mo’d乙i∂－ne「知るj
　o’lu－ne「得る」
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那森柏（1988）
　mg’　d乙ig－ne
　O’IU－ne
池田哲郎著ilアルタイ語のはなし2におけるモンゴル系諸言語の記述に関する問題点
　　布和（1985：隻68）
　　　bO，rO　mO’　ri　me，　liO　OrO－’WO　　　　≠　　　　O’　rO－WO
　　　灰色の馬が　前を　　走った。
　　馬匡｝良　　（玉988；　7）
　　　dmiao－de－mi’　ni「私の弟に」　　　　　≠　　　’dzaiao－，　do．mini
　　蟹噛貝くミ雄　　（1981　：17）
　　　ama－’nl「母の／をj　　　　　　　　　≠　　　a’ma－ni
　　　barindu－’d照U「いっしょに持って」　≠　　　barin’du－dzru
　康家語については、斯欽朝克圓著（1999：41－42）にアクセントは最終音節にある、という
記述が見られる。
　康家語について詳しいことが分からないが、東部裕固語、土族語、保安語、東郷語のアク
セントが最後の音節にあるというようなことは軽々しくは言えない。
8．カルムィク語
　「カルムィク語では、とくに弱化がゼロとして示されている。mophlやt6mrのように子音
の連続と見えるので驚かされる。しかし、音韻論的に見るなら、妥当である。この弱化音は
前の音節の母音と結びつく弱化音である。そのため、単独の音素とはみなしえない。ただ、
単独の音素だとの意見もあり、議論が続けられている」（p．5D
　弱化母音を音素の概念で理解しようとするから決着が付かないのである。母音がどの位置
にどの状況で挿入されるかはStreet（1962）がカルムィク語のブザワ方言についてformal，
clear，　muddyの3つのスタイルで子音連続がどういう条件で遮断されるかを初期の生成音韻
論の枠組みで分析している。母音の現われる位置に関してRamstedt（1976）の辞書のような
表記ではまったく不十分であり、語末の短母音を考慮しない正書法はStreetのいうpitchceRter
を決める情報が欠けているため、基底形としても機能しない。したがって音素論的に見ても
妥当ではない。
9．突豚atに対応するモンゴル語
　「突蕨　at馬　トル　at参考モン　aγta　」（p．55）
atに最も近い語をモンゴル語から探すのであれば、　aγtaではなくてadaγuであろう。
lO．モンゴル文字
　「問題は、モンゴル文字モンゴル語の特徴がいつ、どこのモンゴル語の話しことばを反映し
ているかである。ポイントは三点ある。
　①母音間の／r／（［γ］とIg］、また［b］，［m］など）は、漢宇の『元朝秘史』では、ド
イツのモンゴル学者ヘーニッシュが’とするように、存在していない。
　②『元朝秘史』にある／h／は文語表記にはない。
　③文語のedUr「日」のe一の音節が［e］でなく［◎］か［U］であったなら、パスパ文字の
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udurがこれを証明し、『元朝秘史』のedoeは文語的であることになる。
　この三点がモンゴル文字（文語表記）の来歴を知る手掛かりになる。」（pp．62－63）
　音節構造も重要な手掛かりである。モンゴル文語で音節末に来る子音（すなわちrhymeの
子音）は韮，r，　m，　n，　R9，　b，　d，　g，γ，　sであるが、チベット文語の語尾辞の位置（すなわ
ちC，C、C，C、V　C，C6のC，の位置）に来る子音1，　r，　m，　n，　ng，　b，　d，　g，　sと非常によく一
致する。これが何を意味するかは今まで誰も言及していないが、注目されるべき事柄である。
　またモンゴル文語においてrは語頭に来ないのみならず、直前に必ず母音が来るという制
約がある。つまり、rが音節末に現われる場合は直前に母音があるが、　rが音節初頭にに現わ
れる場合は直前の音節は開音節である。さらに書い換えると語中で子音が2つ続く場合、二
番目の子音がrであることはない。
H．モンゴル文字
　f文語のedthr頃」のe一の音節が［e］でなく［O］か［U］であったなら、パスパ文字の
udurがこれを証明し、『元朝秘麺のedoeは文語的であることになる」（p。62③）
　知らない入がこれを読むと玩朝秘史』のedoeがf日」という意味の語であると勘違いし
てしまう恐れがある。『元朝秘史＄の額朶額（ed6’e）は「今」であり、旧まは兀都児（adUr）
であってng－一音節はやはり円唇母音であることを丁寧に述べるべきである。
至2．モンゴル文字
　「文宇と話しことばとの関係ではVCV（母音÷子音＋母音）の連続はVVとなる」（p．65）
VCVのCの位置に来る子音に制限があることを明記するべきである。
13．モンゴル文字
　「第一音節がoとuか6とUの時、第二音節以下はuかUとする」（p．66）
　Poppe（1951）はオルドス方言の母音の変化からモンゴル文語の母音を以下のように推定し
ている。この説に従えば、第二音節の円唇母音はo，u，6，　uの4通りあることになり、非
常に古い時代に円唇牽引がすでに一部起こっていたことになる。
　　　　　オルドス方言　　　　　　　　　モンゴル文語
　　　　　010n　　　　　　　　　　　　　olan　　　　　　　　多い
　　　　　toxo－　　　　　　　　　　　　　toqo一　　　　　　　　鞍をつける
　　　　　mu。甑　　　　　　　　　　　　　modun　　　　　　，木
　　　　　6℃96　　　　　　　　　　　　　0ngge　　『　　　　　色
　　　　　t6r6－　　　　　　　　　　　　　　t6r6一　　　　　　　　生まれる
　　　　　wnduur　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6nd嚢r．　　　　　　　　　　　　　　　高し　！i
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14．モンゴル語の母音調和
　「服部は、カルムィク語は左下のように図示し、内モンゴルの正統派のチャハルの母音は、
むしろツングース的に並べている。だが、モンゴル語の母音調和はツング～ス語の母音の構
造枠からみて、IIの広狭型と1のuが中立になる型との中間型である皿である」（p．69）
　　カル　　l　y　u　　　　　　　チャ　l　　　　u！o
　　　　　　ε　ce　o　　　　　　　　　　　　　　　　　e！O
a　　　　　　　　　　　　　　　　　b！a
　母音体系を二次元の平颪上に投影すると、以上のような説明になってしまう。母音を分類
するパラーメーターは（i）舌の前後、（li）舌の高さ（あるいは口腔の開き具合）、（濫）唇
の丸め異合以外に（iv）咽頭の形状の違い（あるいは舌根の前後〉、（v）喉頭の形状も考慮
に入れておかなければならない。（i＞（ti）僅）を三次元の図にしたのがp．47にあるトル
コ語の母音図である。レントゲン撮影による分析をしなければ実際のことは分からないが、H
の広狭型における違いは（　ii）舌の高さではなくて、（iv）や（v）が関係している。この特
徴はcovered，　advanced　tongue　root，　expanded，　pharyngeal等の名称で表現されてきたもので
あり、その実現されたものがtense！lax，松／緊，　k6ndel　16a難gγa，　ere／eme，　Mflrl〈vath／TBep双謡
等の名称で表現されてきたものである。Svantesson（1985）はモンゴル系の言語における母
音調和の推移（shift）、ウムラウト、円唇牽引に関して音響的なデータを承しながら、綜金的
に論じている。（iv）（v）に闘しては、　Jacobson（1980）を参照のこと。
15．東部裕固語の母音調和の交替形の数
　「黄ウイグル語（東部裕固語）では母音調和は崩れているが、造格には＋ar～÷er～÷6r
交替ががある」（P．69）
　照那斯圖（1981：18）では、確かに奪格（－sa／－se1－so）、造格（－aar／－eer1－oor及び一rcaar1－geer／
－ifoor）、共岡格（－laノーle1－lo）の母音調和による交替形は3つであるが、　TeHlimeB，　ToAaeBa
（1966：55）では、与位格（－na，－Ae；－Ta，－Te）、奪格（－ca，－ce）、造格（－ap，－ep）、共同格
（－na，－ne）は母音調和の交替形が2つしかない。一方、保朝魯、費拉森編著（1990：180）に
よると、母音調和の交替形がない与位格（－to1－de）、2つある共同格（－1（Y－le）、4つある奪格
（－sa／－se／－so1－se）、造格（一αir／－eir1－o：r／o：r）とがある。方書のせいかインフォーマントのせいか
分からないが、交替形の数が微妙に違う。
16。土族語の母音調和の交替形の数
　「土族語では母音調和はないが、名詞派生の動詞語幹形成辞（＋la－～－le－一～＋lo－）
に交替がある」（p．70）
　下位方雷で交替形の数が違うが、分離副動詞にも母音調和の交替形がある。正書法で表す
と、東溝方言では一aa（nu），－ee（nu），－oo（nu），－waa（nu）の形式があり、語幹宋短母音が接辞
の交替形を決める。ハルチゴル方書でも同様であるが、どの形式が付くかは語彙によって異
同がある。－waa（nu）は長母音語幹にっく形式であるが、－wee（nu），－woo（nu）という形式は
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ないので、母音調和の交替形はない。天祝方書では一aa（nu），－waa（nu）しかないので母音調
和による交替形はない。ナリンゴル方言では一aa（nu）しかない。
17．土族語の母音の数
i　I
e　琶
（P．70）
e
a　匿
u　u
0　6
l　u
e　o
a
（P．76）
　p．70の図は照那斯圏（1981：3）の図からbを除き、舌の高さを5段階から2段階に簡略
化したものであるが、p．76の図で母音が一つ減っていることに関する説明がない。
　照那斯圖（1981）の記述に基づくと、！i1，！e1，1u1とその異音の現われる環境（直前の音）は
以下のようになるので、漢語か固有語かの区別を無視すれば、1i！と／e！を別の音素と認定する
必要はなくなる。
　　　　　　　　　歯音　　反り舌音　歯茎硬口蓋音　　硬口蓋音　唇音　語頭　その他
　　　音素　異音
！1！
／e1
1u1
緯　　漢語
［／］　　　　　　　○
［
i
］
［e～i］固有語
［x］
［y］
［u］
［u〕
語中
末語
o
語中
末語
O
漢語　　○
語中
語来
○
　しかしp．70のほうにも問題がある。方書問で次のような違いがある。東溝方言の形式に
対応する形式を各方言で示すと次のようになる。ただしaa，　iiは除く。
a類
b類
c類
d類
e類
東溝方言　　ハルチゴル方言　　ナリンゴル方言　　天祝方言
　　　　　　　TOAaeBa
u雛
a雛
00
ee
a
y，0，y
9，6
　6
eie　i6
§i
u
Uく
6，　ue
邑，ie，　i邑
6く
∈）uu
eUU　　O
O，　ω，　ωω
三i，　　　iε，　　　　　　　　　ε，　　　εi，　　　εε
11， ε，εi
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韮　8．　　　こi至aγu
　驚の一部は＊tである」（p．72）
この前半は閉鎖性がありtの調音と共通点があるということを言わなければ何のことか分か
らない。
19．アルホルチン方言
　fjこの子音は＊d＋iである。アルホルチンでは」がtとなる。εmtas：モンanJisu鋤」
（P．72）
　Jがtとなる条件は語彙的にしか説明できない。しかも、なぜアルポルチンを取り上げるの
か理解できない。脱口蓋化を起こしている方言は他にもたくさんあるし、dと喝が自由交替
をなす方言もある。脱口蓋化を起こすか起こさないかは方言によって違いがあるが、地域的
な特徴ではない。孫竹（1990：113）によると鋤」を表す語は各方言で次のようになっている。
　　脱口蓋化を起こしている方言
　　　正藍旗εndαs、田林右旗εndqs、東蘇尼徳andis、阿拉善α磁os、　aS　ee　andas、
　　　弄目静αndqsun
　　脱口蓋化を起こしている形式と起こしていない形式とがある方言
　　　達爾畢　εRdas～εnd3is
　　脱口蓋化を起こしていない方言（あるいは言語）
　　　陳巴爾虎　agdsu：、布利亜徳aD3hαg、喀【劇沁εRd3is、郷托克Gnd3us、土族語nd孤so．
　　　東郷語αn砿Gsun
　TOAaeBa（1981：ll3）によると次のようである。
　　脱口蓋化を起こしている方言
　　　xop9．，　ropJL，　6ap．，　o｝韮H．，　Ha鍬M．，　xeΣu．　　εHAac　；A）KaJl．，　及yp6．，　εH及aT．
　　脱口蓋化を起こしていない方言
　　　apxopq．，　xapu．，　TyM．　　ε㍊双）Kac；mron．，　yRa6．，　qax．　　aHn＞Kac；op双．　　aHn＞Kacy
　　　MOHr．　　a轟jlsun，　anjasun
20．ハルハ方言の子音連続
　「モンゴル語のハルハ語では、ewderex「壊れる」と言うのがある」（p．72）
　この語を例として取り上げる意味が分からない。ハルハ方言では語中干音連続はC7C℃、
語末子音連続はC7C9である。（なおC7：M，　H，　r，　ll，6，　B，　p、　C　9：u，　m，3，　c，　A，　T，．　ru，”，　x、
C：子音一般）
21．土族語の与位格
　「与位格の＋dAは土族語ではfurun＋琉「下に（モンuruγu＋da）」のように長い」
（茎）p．　73－74）
　与位格は短母音である。
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22．母音調和の交替形の数
　「モンゴル語の話しことばでは、母音調和の交替形が4つである場合があり、例外的に母音
調和の交替が3つしかない場合がある。これはツングースで一般的である。モンゴルでも、
ブリアート、ドルベト、ダグール、北京北方のチャハル正藍旗、さらに、中国内陸のモンゴ
ル語にも見られることは親に捲摘した通りである。これらの現象は、満州族と接触したモン
ゴル地域か、元々から古い特徴を持っている地域かに共通している」（p．77）
　ブリヤート語（のポリ方言）の母音調和の交替形が3つであるというのは短母音を含む場
合であって、長母音を含む場合は4つある。
　母音調和の交替形の数は言語接触とは無関係である。ホルチン方言の長母音を含む交替形
は3つであるが、ハルハ方言ではある条件で2つになる。次の例は交替形の例ではないが、
CoyiJung∫ab（1982：83）によると、ホルチン方言ではu：の後に3通りの長母音（q：，　e：，。：）が
現われるが、ハルハ方言ではyy，　YYの後に2通りの長母音（aa，33）しか現われない。
ホルチン方書
　　　αdu：ga：n
　　　e：du：le：d
　　　。∫U：IS。：r
　　　nur雛ndα：n
　　　ε：1u：dα：s
　　　ceirtuxlo：（1
ハルハ方書
　aAyy「aa
　39八YY∬39」ミ
　OLIyyAcaap
　HypyyHAaa
　a骸JI51yy八aac
　OHPTyyJiaail
自分の馬群を
乳をすっぱくさせて
行かせれば
自分の背中に
たくさんの村から
近づけて
この違いは、ホルチン方言のU：は中性母音であり、次の音節の母音調和に関与していないの
に対し、ハルハ方書のyy，　YYは中性母音ではなく、次の音節の母音調和のtriggerになってい
るためである。
ハルハ方言でもeHという二重母音がないために3通りの交替形しか持っていない接辞がある。
（D　一τa営～－To益～一・T3益，　（2）　－Mτra鳶，　一賊Tro錘，　－MTrHti：－Mxa蕗，　－MxoB，　－MxH首，　（D　｝まa営～o藍
～磁の交替、（2）はats～oM～座の交替である。どちらになるかは先行子音によって決まって
いるとしか書えない。また、高母音y，Yを含む接辞の交替形は2つしかない。ブリヤート語
（のホリ方言）には短母音のθがないから、短母音を含む交替形が3つしかないのであって、
長母音θeは存在するから、長母音を含む交替形は4つある。
　「元々から古い特徴を持っている地域」というのは青海省・甘粛省の書語のことであろう
が、母音調和の交替形の数と古い特徴とは別である。
　土族語の分離副動詞（順序体副動詞）は交替形の母音の数から書うと、東溝方言と恰拉直
溝方書は3通り、天祝方言は1通りである。方言問で微妙な差がある。
　東郷語の派生接辞は交替形を持つものと持たないものとがある。布和編著（1985：251－262）
によると交替形を持つものは、3種類の交替形を持っもの（－Cα／－C（1）s1－Co）と、2種類の
交替形を持つもの（－Cα　1　－C（1）e）とに大別できる。3種類の交替形を持つものは動詞派生
辞であるという共通点がある。4種類の交替形を持つものがないのは母音の数がモンゴル文
語に比べて少ないからであり、古い特徴を残しているわけではない。
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23．o～wa交替
　　瞭金代でのモンゴル語にo～waの交替を仮定したい。類似の音声現象に、モンゴル文
　語の06ir～wa6ir「金劉」、　on　f年」（秘Va　h◎n、ダグールhuan～ooηがある）」（p．80）
　　ダグール語のhuanの形式はIvaRovskly（1828；54）にしか記録されていない。この形式
　がそれほど意味を持っているのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xyaH夏vanevskiy　（1828　，54）　A4fa哩ノurica
頚【orme　（1930：88）　及arypcKoe　Ha茎〕eHKe
Martin（1961）L）agu｝・　Mongolian
開英編（1982）『達斡爾、姶薩克、漢語対照詞典』
慕木四来、姶斯額爾敦（1983：560）『達斡爾語与蒙古語比較』
恩和巴圏等編（1984）f達斡爾語詞彙』
To最aeBa　（1986：177）　AarypcK腔錘　　π3blK
恩和巴圖編（1987）『達斡爾語小詞典』
姶勘楚倫、胡格金台（？：183）『達呼爾方言與満、蒙語之異同比較』
XOH，
δ｝ミ
hooa
Hon
XO：飛
xoXn
x6H
hoon
HON
　ダグール語の「年」のような現象は東郷語や土族語にも見られるものであって、必ずしも
古い時代の交替形であるとは限らない。
　東郷語ではljの前のoはuoと自由交替をなす。
　　　　To双aeBa　　劉照雄編著（198D　孫竹主編（1985）　　布和等編（1988）
　　　　（1961）　　　f東郷語簡誌S　　　　『蒙古語族議言詞典』　『東郷語詞彙』
　　　第一音節
　　　　KyaH　　　　kon　　　　　　　　　kon　　　　　　　　kuαn　　　　　足
　　　　YaHillbl－　　　on5W－　　　　　　　　UαnεLU－　　　　　　　Op5i－，　wq幅一　読む
　　　　xOH　　　　XOn　　　　　　　　XOn　　　　　　　　xOp，　xuαn　　年
　　　第二音節
　　　　hapyaH　　　　　　haron　　　　　　　　　　　　　　　haron　　　　　　　　　　　　　　　hαrol〕，　haruan　　十
　　　　脳y5y認　　dZCUざon　　　　　　－　　　　　　　　　dKlifOD　　　　六
　　　　HYsY3H　　　t50？SOR　　　　　　　t50Kuan　　　　　　　tSOifOη　　　　少ない
　土族語でも、姶斯邑特爾等編（1985：10－ll，17－18）によると、少数の状況で典型的な［o］
になる以外は［Ue］，〔”3］，［“a］，［“o］であり、　uは［ua］という色彩を帯びることもある、と
述べられている。「年」を表す語には次のようにBeissig（1980）の資料に上昇二重母音が現
われる。
de　Smedt　et　MQstaeR（1933）Dictionnaire　iX｛fonguor－Frangais
Schr6der　（1959）　fl　us　der　YolkSdichtung　der　MOngUOr
Heissing　（1980）　Geser　t’2　dg・　ia－iVtt
Heissing　（1980）Geser　r2dzia－wu
TonaeBa（1973）MoHropcK岨　fi3blK
李克郁（1985）『土族語詞典』
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捲益
魚n
ffutin　GR546
佑n　GR549
ΦeH
f（）n　fan
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　　甘粛省《格薩爾》エ作領導小組辮公室編（1996）f格薩爾文廓　fan　2194
Schr6der（1959）の資料の範囲だけでも次のようなuo～oの自由交替がある。
　　第一音節
　垂uoき一　（B　29）
　Ruor（XMIO4）
　puosg．uo－（Xo盛220）
　話duod　（Xoni　38）
　xuodzen（XM　299）
第二音節
　doruo（MHO8＞
　x61uo－（Xonl　l62）
loS－（XM　99）
Ror（XM259＞
PQsgくuo－　（Br　2）
きdod琶（A　63）
xodzefi（XM　296）
飢える
眠り
建てる
上
乾いた
　　　 　　　　　　　　　　　　　　doro（SN　23＞　　　　　　　下
　　　 　　　　　 　　　　　　　　x61◎一（XM　296）　　　　　　結ぶ
　なおダグール語の第二音節のaによる第一音節の折れについては例外の処理も含めて、栗
林（1993）に詳しい考察がある。
24．属格と対格
　「属格と対格とが、ともに機能的にゼロで、形も同一の例がある。中国のモンゴル系の言語
では、ダグール語で＋yi～＋1。土族・東郷・保安の各書語で＋nV、黄ウイグル語（東部
裕固語）では＋eとか＋in、÷iとなっている」（p．96④）
　この表現は名詞については正しいが、東部裕固語、土族語、保安語、ダグール語の1、2
人称代名詞については必ずしも正しくない。以下の表で属格と対格が同じ形式になっている
のは点線で囲んだ部分のみである。データはすべて『簡誌sから引用する。
1人称単数
1人称複数
　（排除形）
1入称単数
　（包括形）
2人称単数
　　　東部裕固語
属格　men－e
ヌ寸格　　　nam－in
　　　　「．－－－－－一一一一一一一一一1
属格lb。d、。屈
対格1　budan－a　l
属格i　budas－g　l
対格　lbudas－e　l
属格　t∫en－e
対格　tSek－in
土族語
mun－9
ndaa
ndaan－e
保安語
mene
nade
bedane
ゆudaη9“la－ne　l
lbudasge－ne　｝
lbudaηgu茎a－ne｛　　bedande
㊥鞭．1
　　　　　　　　mane
　　　　　　　mandg
t¢en－e　　　　　　　　　　　　　　　　t¢ine
tge三Y玉1ユ　　（t＄gm重i）　　tgi（》d∈｝
ダグール語
min－ii
nam－li
「一一一一一．．一．．一一一一一1
1maan．iiミ
lmaan－ii　l
lb・dn－ii　l
lbedn－i韮　　1
∫in－ii
∫am－ii
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2人称複数　　属格彗an－e
対格ltan．。
taR－e
lta｛｝gu韮a－nel
ミtansge－ne　1
1taηgula一韮｝e　l
ltansge－ne　l
tane　　　　　　：taa設辮匪1　　：
tand∈）　　　　1芝aan－il　　l
　東郷語と康家語は1、2人称についても属格と対格が同じ形式をしている。土族語の1人
称単数形の対格は与位格と同じ形式をしている。また保安語の1、2人称の対格は与位格と
同じ形式をしているが、実際はこれよりも複雑である。詳細は陳乃雄編（1986：39G－393）を
参照のこと。
25．数詞の基本形と修飾形
　fこの種の基本形と修飾形との区別はモンゴル語では組織的である」（p．105）
　組織的であると決していえない。ハルハ方雷にはない次のような現象が方書によっては見
られる。
　道布編著（1983：38－39）によると錫林郭勒盟正藍旗の口語では19、29、99等の一の位が9
の場合、十の位の数字にはnが付かない。またIG2、150等の百の位の数字にもnが付かない。
　一の位の9の前の数字のnが脱落する現象は東部裕固語、土族語、保安語にも見られる。
　　　東部裕固語
　19　　hαrSaφSen
　99　　　　jere　　　9呈san
　999　　　gisen　　d3un　　jere　　gisen
　9999　　giseR　　me弓Gan　　gis∈m　　d3un
　　　　　jeren　giSen（sic）
土族語
　999　　　Sdzen　　d201｝　　ytirin　　蓉dzen　（sic）
　999　　　Sdzen　　d201｝　　yari　　首dZξ5n
保安語
19
29
19
29
99
hαrα　　　jirs∈）1｝
Xθ「θ　　　jl「Seij
har－igsu舜
り（or－lesuo
iesarap－iesug（sic）
保朝魯、賢拉森編（1990：196）
保朝魯、費拉森編（1990：196）
保朝魯、萱拉森編（1990：198）
保朝魯、質拉森編（1990　199）
Heissig　（1980）　（GR　667）
Heissig　（1980）　（GR　706）
Cen　nai　siyang（1981：88）年都乎方言
Cen　nai　siyang（1981：88）年都乎方言
布和、劉照雄編著（1982：35＞大敏方言
布和、劉照雄編著（1982：35）大敏方書
布和、劉照雄編著（1982：35）大敏方言
　この現象はダグール語にはない。科爾沁方言にもないようである。（査干姶達（1995：66））。
またカルムイク語にもない。・　　　　　　tt　　　　　’　．s、
　しかしダグール語の数詞に｝＆　nを持つことがあるものと、・nを持つことがないものとがあ
る。仲素純編著（1982：47）によると、ダグール語では数詞は次のように、他の諸方言にも
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見られる「～」「ljの特殊性と共に、長母音や二重母音で終わる数詞にもnを持った形式が
ない。
　　nek「一」、　x（｝jir　f二」、　gwareb，　gwarben　f三」、　durub，　durbun　f四」、　taaw，　taaweR　F五」、
　　d3irgoo　f六」、　doloo　f七」、　naim，　naimon「八」、　jls，　isen「九3、　xareb，　xarben「十」、
　　xorj，　xorin　「二二十」、　got∫，　got∫iR　「三三十」、　dut∫，　dut∫　in　ジ四一ト」、　tabj，　tabin　f五一ト」、　d5
　　ar，　d3arin「六十」、　dal，　dalon　Y七十」、　Raj，殉in「八十」、　jir，　iren「九十」、　d5au「百」、
　　mjag9，　mjaggen「千」、　tum，　tumun坊」
　Y－」と「二」は東部裕固語、土族語、保安語、東郷語でもnを持っていないが、ヂ三」糖」
「五Jf六」「七］「八」「九」9十1「百」はこれらの言語ではn（あるいはB）が固定していて
単独でもnを伴って用いられる。
26．一人称複数包括形の祖形
　「＊b了十tE」　（P．　il3）
　祖形に長母音がある理由が理解できないが、それは別にして、第工音節の音節初頭がtで
あると不都合なことがある。以下に示すように東部裕固語、土族語、保安語、東郷語、康家
語は、b＋狭母音÷舌先無声子音の語頭のbがすべてpになるという特徴がある。上述の祖
形からはこれらの言語では語頭がpでなければならないが実際がbである。したがって複形
において第二音節初頭は無声子音ではありえない。この議論に関してはHattori（1972）、溝
格爾泰（1989）、フフバートル（1992）、佐藤（199111992，1995）を参照のこと。
東部裕固語　　土族語
bitegU
b三tegUle－
bi6i－　　　　　　pet∫e－
bi6ig　　　　　　Pθt∫eg
butura一
bu6ai－
burqan
bur6aγ
b嚢t嚢ge－
bgkUli
bUrkeger
bnrkU－
b養t登
b鷲t甑
perqqn
part∫aG
puke：r
puten
pudkig
群rGam
pudzaaG
pudei－
puggli：
保安語
pst¢i－
petgl
東郷語
pi¢iu
pi¢iulie・・
pidz．1－一
puturα一
pud乳q搬一
petgαG　　　　　Pud乳α
　　　　pudu一
putθlj
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pugu－
pudu一
康家語
　　　　　棒
　　　　　棒
pat∫1一　　　写
pat∫itt　　文字
pudora一　　散開
pudara－
pudra一
ped5eG
pu毛廿n
puto
沸、煮開
佛
豆
弥漫；結束
完整
鍋蓋
棚、上房蓋
結束
整
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batu　　　　　l　bαt
baγta－　　　l　bqgta一
bU垂teyi－　　　Pα至ti：一
baγ6a
bel6iger
bel6ir
berke
boγ6a
buqa
buqul
bulこarqa三
b6ke
bagt∫α
be韮t∫びr
belt∫ir
bcgt∫o
beke
budaγa　　　　bedα：n
budu－　　　　　b雛du－
bUdUgUR　　　body：n
bida　　　　　　b輩dα
lP・d・
lP、Gda－
l　　pu「93　　　：
l　　　pa（圭7．alrGai　l
buda：
bude－
budgn
budα
l　　bα重e　　　｝　pudu
lwαGta－｝P・dG－
l　　　　　　　　　　　be！x｛7pi一
bORtGiGi
bαntge
bαEα㎏eu
buκuO
budag
bθdθ｛｝　　　bねdu弓
bede　　　　b三dbieR
　　　　　結実・堅固
puda一　　容納
puta一
budo
bedup
bgde
登眼
（碑茶）塊
草披、牧場
睡合処
難的
搭連
公牛
麦朶
淋巴結；腺
結実、牢固
　
　
　
椚
飯
染
粗
我
　なお保安語、東郷語、康家語では包括形と排除形が元朝秘史やダグール語とは逆になって
いること、すなわち文語のbidaに対応する形式は排除形であることも考慮に入れなければな
らない。東部裕固語でもbudαは排除形であり、包括形はbudαsという形式になる。以上の言
語以外のモンゴル語の方言（や言語）ではすべて第一音節初頭の子音はb、第二音節初頭の
子音はclであるから、祖形で第二音節の初頭がtであるとは考えられない。
27．「所有表示」（pp．116－118）
　所有の形式として（1）対象＋所有、（2）代名詞÷対象、（3）代名詞＋対象÷所有の3逓り
の形式を考慮しておく必要がある。ハルハ方言を含む多くの方言には（1）と（2）があって
（3）がないが、ダグール語には（三）（2）（3）のすべてがある。ただし（2）の使用は限られ
ている（名詞述語文にこの形式が表れ得る。Martin（1961）によると、オノン氏の方書では
一人称単数は殆どこの形式である。）
　ホーチン・バルグ・ブリヤート方書にも（1）（2）（3）のすべての形式があるが、（3）の形
式が非常に多いことに注目すべきである。地域性を考慮するなら、この現象こそまさにダグー
ル語との関係を検討すべきである。武達（1983）からいくつか例を示す。
　　　（1）meneidef　bo｝　∫in　｝amαr∫Ulβ？　　215
　　　　　今日　　体は　　どうですか。
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　　（2）　en　　　　　　mini：　　bl∫ig、　203
　　　　これは　私の　本です。
　　（3）　∫i：　　　　　　　　min三：　　　en　　∫α　s．　ag　tαi　　Lαf　　　　da：gi：1丁賑n　　und5　　ugnUl　？　29
　　　　おまえは　私の　この　　　黄色の　仔馬に　　乗ってくれ。
　　　　∫in三r　　　　　　　　ex∫in　　　　l）ol　　uniljl〈e：f　　odo：uaila：d　　αβa：　　iu：　？　9S
　　　　おまえの　お母さんは　本当に　今　泣いている　か。
　　　　∫inir　　　dαisalj∫in　bol　iamai　　　XOflOn　ged3i：n，　l　l　6
　　　　あなたの　敵　　　　が　あなたに　危害を加えようとしています。
　　　　∫lnii　　qmα：　　∫in　297
　　　　おまえの　口から
　　　　taRαI　　　xur∫nuid　∫in　xedze：nu：dS　　　irel？211
　　　　あなたの　隣人は　　　　いつ　　引っ越して　来ましたか。
東郷語にも（1）（2）（3）の3通りの形式がある。（3）の例を1例だけ示す。
　　　　bi　　熔lnl　　　miifGni・・igini　otolud勾　idzaiene．布和等編（1986：191492）
　　　　私は　おまえの　肉を　　　切って　食べる。
28．「補助動詞」（PP．131－132）
　f与える」「来る」「行く」f見る3以外にも補助動詞がある。特に東部裕固語ではab－「敢
る」，orki－「捨てる」が文法化した一釦；－OGor，－Gor，－orが副動詞的な機能で頻繁に用いられ
る。またod－「行く」が文法化した一dがある。
29．「動詞の人称表示」（pp．136－137）
　元朝秘吏、カルムイク語、ブリヤート語は人称代名詞が文末に来るため、もし疑悶助詞が
あればそれよりも後に人称代名詞が来ることになる。一方ダグール語では人称代名詞は述語
に後置するので、疑問助詞よりは前に置かれる。したがって動詞の人称表示といっても一括
できない。ところでホーチンバルグ・ブリヤート語では、人称代名詞が疑問助詞より麟に来
る場含と後に来る場合とがある。この現象もダグール語との関係を検討してみる必要がある
ものである。武達（1983）からいくつか例を示す。下線が人称代名詞である。
　　　入称代名詞÷疑問助詞
　　　　∫i：　　　　　xurJmlα：　　　　　　∫u：？209
　　　　あなたは　結婚しています　か。
　∫三：　　　　　　　　nad　　　　ende：ne：
　あなたは　私に　ここから
　tG：　　　　　　　　　nαd　　　Reg
　あなたは私を　ちょっと
疑問助詞＋人称代名詞
　∫｛ni：　　　　　　du：　　　ug、9：dgr　ju：
olrx〔）n　　xor∫o：gl：n　　xok）：d　　ugen　　∫u：？　212
近い　店を　　教えてくれますか。
xaβsrα：d　　ugen　　　　　∫u：　！　228
手伝ってくれますか。
x三：n　　　　　tt：　　∫　？　223
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あなたの　弟は　朝
xu：gdi：lj　　u㎜Gnd
子供の　意気込みで
　　何を　します　か。
jα：x（113　　　　　　　　　dα：　∫i：　？　28
どうしますか。
30．主観範購／客観範疇
　「土族語では～人称と二・三人称は対立し、現在で一ni　Xi－na、過去で一ji対ぎaとなる。保安
語も現在の一人称と二・三人称が対立し、一人称Ji対Joとである」（p．138）
　ni，　Jiの1は長母音でなければならない。ごinggejtei（1987）は土族語のi：／αの違いが（1）
人称変化、（2）確認／非確認、（3）薩接／間接；層撃した／目撃していない；考えにあった
／考えになかった；概念上の行動／実際の行動、のいずれでもないことを示し、主観範薦／
客観範麟という違いであることを提案した。
　この見解は中国で出版されている東部裕固語、東郷語、保安語の書物にはすべて活かされ
ている。しかし康家語ではなぜか人称による違いとして記述されている。（期欽朝克圖著（1999））
31．「共同と相互」（p．158）
　－16aに対応する形式をまったく使わないで、－lduに対応する形式だけを使う言語（土族語、
東郷語、康家語）がある。東部裕固語では両方の形式があるが、保朝魯、賛拉森編（1988，
1990）の範囲では、語彙的に稲補分布しているようである。また共同形（互動態）と相互形
（同動態）の表す内容はそれほど明確に区別できない。
－ldα一（互動態）
　共同の用法
　1．odorβolGon　gljgoldege：sulsαn　be　geRi：．56「虎と牛と狐1
　　　毎日　　　　こうして　暮らした　そうだ。
　2．tuGulG　　　　GGd5ar　burd3ude　kure：　　surGld画r，79「蜂と燕」
　　　おまえたちは　各地へ　　　　　行って　尋ねろ。
　3．　…　kurs　　　　βe：de：，　　　　　　　mal　　　ne　　hkttger，　lo　　omerGldaGα：　　su：（i3　　1ilai．
　　　人々は　病気になり、家姦　は　死に
　　ll4「ルガスダン・パガンゴ」
4．　…　GU：r　　（15um　　　　¢ye5elj
　　　二　　百人の　学生は　飢えて
5．　mor　　（至e：rke　　nGges　　dα　　degereldege：
　　道の上の　木　　も　倒れて
相互の用法
6．　tere　　t∫OG　　no　　jimαr　　（lugede　　xun
　　彼　ら　は　いつ　　　　　結婚する
　　14「日常会話」（五）ll
tureldecα：…283　「自｛云」
休めなかった。
eresem　be　g∂Bi：．『東部裕固語和蒙古認』231
きた　　そうだ。
d乙ieleg　（e）　u：，　　dagqe　　le　　αljlα韮dad5　　βai．
　　　　　か　まだ　格談していません。
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7．…GU：rlα　aβαldejG．27「日常会話」（十二）6
　　　二人で　すもうをとりましょう。
8．　tere　　　Gu：rlα　　　xanelαldac）a：　　　nαg　　　xα（ite　　surd3　　elgesen　　be　　geni：．
　　その　二匹は　友達になって　森の　中に　住んだ　　　　　そうだ。
　　55「虎と牛と狐」
9．　…Rege　　　t∫eGqm　moGoi，　nege　　xara　mc＞Goi　αβaldeGa：　　　　　t〔igmoglog£oc｝o：
　　　一匹の　白い　　蛇と　一匹の　黒い　蛇が　すもうをとって　からまって
　　su：sαn　be　geni：．133「白い髭のお爺さん」
　　いた　　　そうだ。
10．…bu　　mune　xαnesle，1αrlalded3e　IG　suxβa．30－31「日常会話」（十三）12
　　　私は　私の　友達と　話して　　　いました。
ll．　bu　　　　epxede　　　　xaldala　　kursen（玉e　　dZag　　fud7．i　　ergen　　Gtt：rla　　IGrlqldeGα：
　　私が　エンへに　会いに　来たとき　張　書記は　彼ら　二人と　話して
　　su：Gα：βαi．
　　いました。
　　31「日常会話」（十三）17
12．tere　　　Sirdo　nege　xαi｝ele：n　larlαlded31α　βai．38「日常会話」（十五）14
　　あちらで　　　一入の友達と　話して　　います。
13．budα　Gu：rla　nege重∫oηlold鱒q，217　f虎と牛と兎と猿」
　　我々　二人は　　　格闘しよう。
14、　une　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韮q　αbt∫　　　iregede　　　nege　　　sein　　gesu：de　　dαin
　　これ（＝ラサの大悲観世音）を　持ってくるとき一つの良い　　　　戦争を
　　GαrGαGal　　xarβeldosu：〔董o　　　　　daili　　n∈）　　GailaGa　　ge（13　　nege　　t∫qR　　xαrβeldesa
　　起こし　射り合いながら　今まで　　　　　　　一　度　射り合うと
　　te弓se　IG　d3α　　ene　　　　　Gbt∫　　　　　ire　　　　　　　　　　∫（圭aG（e）　βGM
　　すると　　　これを　持って　来ることが　できる。
　　　231「ラサの寺院はどのようにして作られたのか」
15．　Gu：r1αne　　d3aβsara：n　　xegeld999：　　　　logdornasαn　　　　　　be　　geni：
　　二人は　互いに　　殴り合って　解決できなかった　そうだ。
　　　ll東部裕固語和蒙古語』231
用法不明
16．malGalt∫o　Iαrgeine　Iαr　　d乳slj　　Iαr　bold3　βαM，　tere　nami：n　odo：αlad3　aGorjα
　　狐が　　言った言葉は本当の言葉だ。　　　　彼は私を　今　殺し　しまおう
　　ged5　GagGwaldαt∫umma　Clere　kursen　be　geni：。62－63「虎と牛と狐」
　　と　混迷してしまった　　　　　　　　そうだ。
同一の行為者の行為が他の多くの人（物）に及ぶ用法
17．ke：ne　mαOqaR　buden　αmはo　βαm，　t∫e　　　suraldd5　ab（α）u：？80－81「蜂と燕」
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　　　どの　肉が　　最も　美味いか　　おまえは尋ねた　　　　か。
－ ltSα一（同動態）
　共同の用法
　1．gupZeηes　　　noljwαt∫aGte　urfe　Gadelt∫Qlαeredeg　negwαβai．
　　　労働者たちは　ある　　とき　小麦を刈りに　　来ます。
　　　26細常会話」（十一）9
　2．　t∫erni：n　　　d30βoijα，　　　　　nandG　　qagt∫α　　tulkelt∫ele　　ere，　　　　　　　　mune　　tcrgen
　　　あなたを煩わせます。私を　　　　押しに　来てください。私の車は
　　　∫βar　htoro　orOGO：dt∫　βai．45「日常会話」（十九）2
　　　泥の中に　入ってしまいました。
　3．…t∫e　　　　namim　teggerte　GorGαlt∫αIG　ere，90「ラマと大工」
　　　　あなたは　私を　天へ　　登らせに　来てください。
　4。t∫e　　　　nαmdG　xanoGq「a：nege　ule　bαrolt∫a！90　fラマと大エ」
　　　おまえは　私を　手伝って　～つ　仕事を　しろ。
　5．bu　　tSemade　maltalt∫（加、162「白い髭のお爺さん」
　　　私は　おまえと　掘り合おう。
　相互の用法
　6．　…　kttn　　k廿ne：n　　le　　taneit∫aGα：，　d5ala：Ga：r　　tαnolt∫aGq：d3　　su：san　　be　　goni：．
　　　　人　々と　　　知り合わず、糟子で　認知し合っていた　　　そうだ。
　　　227「裕固族歴史伝説」
以上を整理すると次のようになる。
－ldα一（互動態）の付いた語
ameralda－
epgeldo一
重urgide－
degerelde－
surqld－
aglGlda一
αβαlde－
xanalalda－
xαrβ∂ldo－
x◎golde－
lariql（19－
t∫oりloldo－
GagG“’alda一
意味
共同
共同
共嗣
共同
共同，盒
相互
相互
相互
稲互
相互
相互
相互
　　？
語幹
qmerα一
egge－
tur－
degeぎe－
surα一
qりlq一
αβ一
xαnelα一
xαrβe－
XO9－
hrlα
V
V
C
V
V
V
C
V
V
C
V
V
V
モンゴル文語の語幹
amura－　V
ingge－　　V
tura－　　V
sur一
ab－
qani－
qarbu－
k69一
C
C
V
V
C
休む
こうする
飢える
倒れる
尋ねる
格談する
すもうをとる
友達になる
射る
殴る
話す
格闘する
混迷してしまう
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一lt∫a－（同動態）の付いた語
bαro町α一
Gqdθlt∫α一
GαrGαlt∫q－
mal芝alt∫α一
t廿玉kel業∫e－
tGne1£∫α一
tomolt∫o一
意味
共同
共同
共同
共同
共同
相互
？
語幹
bαr－
Gade一
mα1重α一
tulke一
七ane－
t（猫o一
C
V
V
V
V
V
V
モンゴル文語の語幹
bari一
γadu一
γatya－
malta－
tuili－
tam－
tomu一
V
V
V
V
V
V
V
eq　一一の行為者の行為が他の多くの人（物）に及ぶ
する
刈る
登る
掘る
押す
知る
撚る
1，－ldα一（互動態）の用例数と一lt∫α一（同動態）の胴例数の比はほぼ2対1である。
2．一・1t∫a－（同動態）の機能には共同の用法のほうが圧倒的に多いが、－ldα一（互動態）の機
　　能には棚互も共同もどちらの用法もある。
3．－ldα一（互動態）と一町q－（同動態）のどちらが付くかは動詞の語幹が東部裕固語におい
　　て母音語幹か子音語幹かによっては区別できない。
4．－lda－（互動態）と一lt∫α一（同動態）のどちらが付くかは動詞の語幹がモンゴル文語にお
　　いて母音語幹か子音語幹かによっては区別できない。
5．－lda－（互動態）が付く動詞と一lt∫α一（岡動態）が付く動詞の比は約2対1である。
6．－lda－（互動態）が付く動詞と一lt∫α一（同動態）が付く動詞は語藁的に相補分布を成して
　　いる。
32．膠着性としての接羅辞の組み合わせ
　fbai一γul・・γa一あら一せ一させる一、つくる、たてる」（p．159）
　「つくる、たてる」は正しくは9つくらせる、たてさせる」である。
　ハルハ方言には項（arguraent）の数を増やさないで使役接辞を二重に付ける表現（－yy∬yyの
がある（梅谷（1999）参照）。また土族語ではgharghaa－「出す」で済むところをgharghaalgha一
と表現することがある。
33．被使役者を表す格
　「ハルハ語では与位格の変わりに（sic）造格でも使える。ゼロの部分に対格も使える」
（P．161）
　この表現はあまりにも無責任である。被使役者を表す格は状況によって厳密に使い分けら
れている。1は与位格にすると手紙の受取人になるので、造格だけが可能、2は対格と造格
は可、与位格は不可である。
　　1．Ax　AYYr33P3つ　aaBllaa　　　3axM八aJl　6Hgyync3H・
　　　　兄は弟に　　　父宛てに　手紙を　書かせた。
　　2．　xYYI“33／＊xYYA33／xYYf33Pこ）3　　θθPθθrH錘　　Hb　　L13B3pJIYYAc3H．
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息子に 部麗を 掃除させた。
34．「モンゴル文語のbui（ハルwe～be）は名詞的述語の疑問である」（p．170）
　これが何を意味するのが理解できない。
35．条件と譲歩
　　「土族　　条件　一sa～－dza　譲歩　　一sada
　　保安　　条件　　一s∂～－sa　　　譲歩　　一sodo
　　東郷　　条件　一Se　　　　譲歩　　一senu～sonnu」（p．178）
　土族語と保安語では譲歩の後半部分（da，　de）を省略できる（つまり条件の形式だけでも
譲歩を表すことができる）。東郷語の譲歩の形式は確かに譲歩の用法も持っているが、分離謝
動詞と同じ用法のほうがはるかに多い。譲歩の固有の表現は土族語や保安語と同じ一se　dGの
形式、あるいはllqudqeである（布和（1985：172））。
36．「東郷語（蝕liori～gigie）」（p．200）
　fulieriは龍泉公社の方言　fugierlの誤植であり、　gigieは標準語の鎖南填の方言　fugleの誤植で
ある。
37．「ぞ」の係結び
　　F天の三女子ぞ布勒瑚里湖にて水浴したり」（p．94）
　　fホエルン母ぞたちまちにして起きたり1（p．134）
　　「テムジンぞ～頭の馬乗りたり」（pp．134－135）
　　「ホエルン母ぞ一頭の馬乗りたりj（p．B5＞
　以上の例は係結びの規鋼を無視した日本語訳である。「ぞ」で訳す必要性がどれほどあるの
か分からないが、敢えて「ぞ」を使うなら文末は終止形ではなくて連体形で結ぶべきである。
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